
土工1についてほぼ理解
できている

土工1について理解でき
ないところは少ない。

土工1について理解でき
ていないところが多い。

土工2についてほぼ理解
できている

土工2について理解でき
ないところは少ない。

土工2について理解でき
ていないところが多い。

優れている よい

到達目標
A

土工1についてすべて理
解している。

土工1について理解して
いる。

土工2についてすべて理
解している。

土工2について理解して
いる。

科目名 施工管理技士資格対策２ 年度 2026

Construction management engineer qualification measures ２ 学期 前期

単位数 4 種別※ 講義+演習

英語科目名

学科・学年 土木・造園科 2年次 必／選 必 時間数 60

担当教員 奥山　新吾 教員の実務経験 有 実務経験の職種 建設コンサルタント

【科目の目的】

2級土木施工管理技士試験(学科・一次検定)に合格するために土木施工管理試験の基本である土工、コンクリート、基礎、共通、
施工管理について学び、一次検定に合格を目指す。

【科目の概要】

土木および造園の２級施工管理技術検定学科試験の対策を行ないます。

【到達目標】

２級土木および造園の施工管理技術検定（学科試験）に合格する。

【授業の注意点】

演習がメインとなるため、集中力を維持するよう心掛けること。苦手分野であっても粘り強く取り組み、その克服に努めるこ
と。試験合格に向け、最後まであきらめないこと。ただし、授業時数４分の３以上出席しない者には単位を認めない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

要努力ふつう あと少し

到達目標
B

到達目標
C

土工3についてすべて理
解している。

土工3について理解して
いる。

土工3についてほぼ理解
できている

土工3について理解でき
ないところは少ない。

土工3について理解でき
ていないところが多い。

コンクリート2について
すべて理解している。

コンクリート2について
理解している。

コンクリート2について
ほぼ理解できている

コンクリート2について
理解できないところは少
ない。

到達目標
D

コンクリート1について
すべて理解している。

コンクリート1について
理解している。

コンクリート1について
ほぼ理解できている

コンクリート1について
理解できないところは少
ない。

コンクリート1について
理解できていないところ
が多い。

到達目標
E

コンクリート2について
理解できていないところ
が多い。

【教科書】

過去問等

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

期末試験、施工管理技術検定の結果、授業への参加度を総合的に評価する。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

1
〜
1
5

問題演習 過去問題の演習

学期 前期

科目名 施工管理技士資格対策２ 年度 2026

英語表記 Construction management engineer qualification measures ２

1
過去５年間分の問題を解
く

試験合格のスキルを身につける 1

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

評価方法：1.小テスト、3.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等
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